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がまじゃんぱーって
要るんでしょうか？

がまじゃんぱー and 石津朋之
筑波大学学術情報部情報企画課



本日の内容

• がまじゃんぱーの“発見”からこれまで

• がまじゃんぱーの活躍の事例

• 大学図書館におけるキャラクターの展開

• キャラクターの活用は大学図書館の広報にどのよ
うな効果をもたらしたか

• 今後のキャラクター活用の展望



筑波大学附属図書館の広報体制

• 広報戦略は具体的に定め
ず、柔軟に対応。

• 特定の担当を置かず、直
面する課題には係を横断し
たチームで取り組んでいま
す。

• キャラクターは図書館だけ
でなく、学生や教員、他部
局にも積極的に活用されて
います。
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がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



筑波大学附属図書館の公式キャラクター

それが がまじゃんぱー です！！
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がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



がまじゃんぱーは
つくばリポジトリの宣伝用キャラクターとして
２００６年４月に“発見”されました。

当初は“ちゅーりっぷさん”の
サブキャラクターという扱いでした。

ちゅーりっぷさんは
講習会などで今でも大活躍！！

がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



開館時間延長のお知らせ↓

ライティング支援連続→
セミナーのポスター
（期間中は特製しおりを配布）

研究個室の満室を知らせる
メインカウンターの掲示↓

オープンキャンパス来館者を迎えるがまじゃんぱー ↓

館内の各種広報物やポスターに登場
時にはリアルがまじゃんぱーにも会えるかも！

広報チラシ「Prism」のWebページで軽快な掛け合いを
披露するがまじゃんぱーとちゅーりっぷさん

がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



最初はパッとしませんでしたが
学生のブログから徐々に存在が知れ渡りました

がまじゃんぱーが知られるきっかけになった
“かたつむりは電子書籍の夢をみるか”
http://d.hatena.ne.jp/min2‐fly/

図書館からのPRではなく、学生同士の
口コミで存在が知られていったことで、
学生たちには親近感をもって迎えられ
ました。特に図書館情報学を学ぶ学生
たちの間では「がまじゃんぱー先生」と
して親しまれています。

「週5図書館生活どうですか The Movie」
(2008)にも出演

がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



学園祭では学生の手により“実体化”もされました。

2010年の学園祭では実体化を果たし
登場した企画は見事グランプリを受賞！
その後も２０１１年、２０１４年と３回の
グランプリに輝きました。
E1668 ‐筑波大学雙峰祭
「近未来図書館シリーズ」5年間の軌跡
カレントアウェアネス‐E No.280 2015.04.23
http://current.ndl.go.jp/e1668

動きが加わることで
ユーモアさが倍増！
コミカルな動きは
学園祭を訪れる
子ども達にも大人気

利用案内やHPで
頻繁に登場して定着
今ではシルエットだけ
で、がまじゃんぱーと
わかります

実体化ver.とイラストの共存

がまじゃんぱーの“発見”からこれまで



Twitterにも登場
学生による非公式アカウントも活動中です

公式 (左)と非公式 (右)のゆる～い共存

@tsukubauniv_lib @gama_jumper

学生による学園祭イベントの
紹介ページはがまじゃんぱー一色です

がまじゃんぱーの活躍の事例



Twitterへの投稿の一例

がまじゃんぱーの活躍の事例



Facebookで大活躍
図書館だけでなく、様々な話題で投稿してます

Facebookのいいね数は
大学図書館で第３位！

館内展示や施設のリニューアルをお知らせ

イベントのお知らせや実施報告も、
次の参加につながってるかな？

がまじゃんぱーの活躍の事例



【がまじゃんぱーは ようすを うかがって
いる】

トレーナーのみんな、こんにちは！
いつもFacebookを読んでくれて、ありがと
う！

みんなも知っている通り、先週からたくさん
のモンスターが野に放たれたよ。
筑波大学でもあちこちのくさむらで、モンス
ターを捕まえようとするトレーナーが大量
発生中さ！

ここでみんなに、大事なことを伝えるよ。

・常に周囲の様子に目を配ろう。気の合うト
レーナー仲間との出会いも、論文や研究
のタネもスマホばかり見ていては見つけら
れないよ。・・・

がまじゃんぱーの活躍の事例

Facebookへの投稿の一例



SNSは早さが勝負！ 最新の話題もがまじゃんぱー
のおかげで、ユーモアたっぷりの記事になります

「ポケモンGO」配信開始の

翌平日には、歩きスマホ
の注意喚起と、キャンパス
周辺の昆虫をテーマにし
た学生による展示を紹介
する記事を掲載

12,968リーチ 174いいね
21シェア の大反響

18歳選挙権開始後初の
参院選。筑波大学にも

期日前投票所が設置され、学生たち自身による展示やイ
ベントも行われました。すかさずFB＆ツイート!!

他大学に出向中の
先輩職員のつぶやき

FacebookやTwitterがなかなか
盛り上がらない
がまじゃんぱーがいればなぁ

がまじゃんぱーの活躍の事例



取材記事や、キャラクターグッズも盛りだくさん
学生たちや学外の方にグッと身近に図書館をＰＲ

学内外のメディアからの取材申し込みにも積極的に対応

図書館グッズにもたくさん登場しています
2016年には人事課からの依頼で
休日出勤して大学の職員採用説明会にも

がまじゃんぱーの活躍の事例



全国の大学図書館や公共図書館で
たくさんの仲間たちが活躍しています

（お茶の水女子大学附属図書館）

図書館学生アシスタントである
LiSAさん(Library Student Assistant)
のイメージキャラクター。

LiSA関連の印刷物の他、オープン

キャンパス時などの図書館配布
グッズやTwitterでも活躍し大好評。

お茶大では、しほりちゃんの他にも
多数のキャラクターがそれぞれの
立場から活躍しています。

「見た目で勝負」部門
初代グランプリ

大学図書館におけるキャラクターの展開



「図書館サポート」部門
初代グランプリ

図書館関連企業でも
たくさんの仲間たちが活躍しています

（株式会社ブレインテック）

株式会社ブレインテックが運営す
る図書館の情報サイト「Jcross」の
広報部長。

ウパっちの視点で運営される
Twitterは毎日更新。全国の図書館

に出張する立場を活かして、各地
の図書館キャラクターとの交流を
レポートしています。

大学図書館におけるキャラクターの展開



２０１５年の第１回図書館キャラクターグランプリでは
「館の働き者」部門で初代グランプリに輝きました！

受賞記念パーティー(自腹)には
たくさんの人がお祝いに駆けつけてくれました 永田学長にも表敬訪問で受賞をご報告

全国から１４２組ものキャラクターがエントリー

部門グランプリ
だけでなく
審査委員会賞も
受賞しました

大学図書館におけるキャラクターの展開



いきなりですが・・・・・・
こんなエピソードをご存知ですか？

1897年のある日、ニューヨークのある新聞社に

「サンタクロースっているんでしょうか？」という

手紙が届きました。

8歳の少女から寄せられたこの質問に、記者の

チャーチさんは記事の中でこう答えました。

「サンタクロースがいるというのは、けっしてうそではありません。（中略）

もしもサンタクロースがいなかったら、この世の中は、どんなにくらく、さびしいことでしょう！」

（『サンタクロースっているんでしょうか？』中村妙子訳 偕成社 1977.12）

Photo by MARCOS VASCONCELOS
“Park Avenue ‐ NY snow day” from Flickr

キャラクターの活用は大学図書館の広報にどのような効果をもたらしたか



サンタクロースと同じように、がまじゃんぱーは
いろんな場面で活躍しています！

1,500
いいね！

5,600
フォロワー

各種メディア
から
取材殺到！

イベントや宣伝で
大活躍！！

キャラクターの活用は大学図書館の広報にどのような効果をもたらしたか



もしも、がまじゃんぱーがいなかったら
筑波大学附属図書館の広報活動は、今よりも

ずっとつまらないものになっていたでしょう
何を投稿
しようかな…

つぶやく
ネタがない

どこからも
取材が
来ないよ…

イベントや宣伝が
普通すぎる！！

キャラクターの活用は大学図書館の広報にどのような効果をもたらしたか



がまじゃんぱーのおかげで、図書館は
たくさんの人々とつながっているのです

1,500
いいね！

5,600
フォロワー

各種メディア
から
取材殺到！

イベントや宣伝で
大活躍！！

ネタに困ったら
がまじゃんぱー

積極的な投稿は
学生たちだけでなく
大学の外からも
注目されています

がまじゃんぱーを通して
図書館からの情報に
みんなが大注目

大学や図書館の情報を
地域や世界に発信します

Ｐｅｐｐｅｒくんの朗読会や
ヨガの体験セミナーなどの
ユニークなイベントにも
がまじゃんぱーの宣伝を読んで
たくさんの人が参加しています

最近では図書館を飛び出して
大学の職員採用説明会にも登場

がまじゃんぱーの活躍の場は
ますます拡がっています

キャラクターの活用は大学図書館の広報にどのような効果をもたらしたか



そうです、皆さん
がまじゃんぱーは要るのです

がまじゃんぱーって要るんでしょうか？
～今後のキャラクター活用の展望～


